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授業参観・懇談会ありがとうございました
１２月１６日（月）２学期末の授業参観・懇談会を行いました。当

日は天候もよく、多くの保護者の方々に授業を参観して頂くことがで
きました。また、各学級の授業の様子を覗いてみると趣向を凝らした
授業が行われていました。そして、子ども達は、保護者の方々の前で
いつも以上に張り切って学習していました。
授業参観後の全体懇談会では、子ども達の２学期の学習の様子を振 １年生の算数科の授業

り返りながら、高郷小学校として子ども達に身につけてほしいことに
ついて以下のことを話しました。

○「なかよくたくましく生きる」への取り組みについて
※しっかりと意識して行動することで社会性が育ちます。

○非認知力(忍耐力・感情コントロール・人との対応力)の育成について
※ あいさつ・挫けない心・人との接し方を身につけさせましょう

２年生の生活科の授業
○ AI に負けない「読解力」の育成について
※ 国語以外の教科書の音読・新聞を読むことが大切です。

○「メディアを使う時の約束」について
(子ども達を守るための約束です。全校児童で守ることが大切です。 )

ひめさゆりの国語の授業

３年生の道徳の授業 ４年生の国語科の授業 ５年生の社会科の授業 ６年生の国語科の授業

年賀はがきを頂きました
１２月１８日(水) 高郷郵便局と高郷地区の方からのご厚

意で、今年も児童一人につき２枚の「年賀はがき」をいた
だきました。郵便局長さんからは「おじいさん、おばあさ
んや、大切な友達に年賀状を書いて出してください。」と、
お話しもありました。
メールやラインの急激な普及により、若い世代の人たち

は、手紙を書くという習慣がなくなってきています。伝え
たいことをどこでも直ぐに伝えることができるメールやラ
インは確かに便利ですが、「それでいいのかな？」とも思
います。やはり正式な手紙(文章)を書く力を身につけてお
くことは大切なことですし、また、時節の挨拶は四季のあ
る日本人だからこそ行うことができるものです。 年賀はがきを代表で受け取る児童
子ども達に、手紙を書く機会を提供くださった高郷郵便局

と高郷地区の方に感謝申し上げます。




